
頸椎前方・後方固定術を受けられる患者様へ
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入院日 手術前日 手術当日 術後１日目～3日目 術後４日目～９日目 術後10日目 術後11日目～14日目 術後15日目～21日目 術後22日目～28日目（退院日）

目標
毎日看護

師と
評価しま

す

・症状の悪化がない
・痛みがコントロール
できる

・カラーを装着し
歩行器または独歩で
活動できる

・完全に独歩で歩行できる
・退院に向けて準備ができる

内服
注射

・食事、水分がとれなけれ
ば、点滴を続けます
抗生剤点滴：
手術中・手術後

抗生剤点滴

検査

・手術後：
　レントゲン・採血

治療
処置

・術後１０日
目頃に抜糸

食事
飲水

・食事・飲水の中止は麻酔科
医師からの指示があります

・朝食・昼食禁止
※帰室後、腸の動きを
確認してから飲水、食事
を開始します

清潔

・手術前日は必ずシャワー浴
をして下さい

排泄

・尿を排泄する管が
   入ってきます

安静
活動

・必要時カラーを装着
します

リハビリ

説明
指導

・入院生活について説明し
ます
・必要時、使用するカラー
合わせをします
・ストロー付きのコップと
T字帯を１～2枚ご準備くだ
さい

・主治医・麻酔科医・
手術室看護師・病棟看護師か
ら手術の説明をします

・医師・看護師から退院後の生活について
の説明があります

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　整形外科・10階西病棟　2018年5月作成、2024年7月改訂 

・必要時リハビリがあります
・車椅子か歩行器で移動できるようになったらリハビリ室でのリハビリを行います

・安静度についての注意点の説明があります

・制限なし

・車椅子や歩行器で移動できるようになったら、尿を排泄する管を抜いて
トイレに行くことができます

・温タオルで体を拭きます
・尿を排泄する管が入っている場合、感
　染予防のため洗浄させていただきます
・ドレーンが抜けた翌日から、傷を覆っ
　てシャワーに入れます

抜糸の翌日からシャワー浴ができます

・術後7日・14日頃
　にレントゲン検査
　があります

頸椎前方・後方固定術パス【11005-00】

・１日中カラーを装着しますが、痛みに応じて車椅子か歩行器歩行ができます
・痛みが強くなければ自力で歩行できます

・手術や術後の経過に対する不安や疑問を表出できる ・創の抜糸ができる
・車椅子でトイレに行くことができる

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　　　　　主治医：　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　No1/１

・ギャッチアップ30～60度で食事摂取が
できる
・離床できる
・排液が減少しドレーンが抜去できる
・車椅子でトイレにいくことができる

・手の動きによって　おにぎりにしたり、食事内容を変更します

・ドレーン（傷の場所に入っている管）
の量によってドレーンを抜けます
・ドレーンを抜いた翌日に消毒します
・以後月・水・金とシャワー前後に消毒
します

・手術日の内服薬は麻酔科医指示となります

退院基準
・症状のコントロールができている


